
●新たな門出を祝って（成人式）

●松山千春さんデビュー40周年

●水道料金・公共下水道使用料が変わります！
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新たな門出を祝って
平成29年足寄町成人式が１月８日に町民センターで行われました。

華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人49人が出席し、

晴れやかな20歳の門出を祝いました。

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
、

豊
田
竜
也
さ
ん

と
福
田
栄
子
さ
ん

が
町

民
憲
章
を
先
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
安
久
津
勝
彦
町
長
が
「
今

日
か
ら
は
一
人
一
人
が
社
会
に
参

画
す
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
し
っ

か
り
持
っ
て
ほ
し
い
。
多
く
の
課

題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
若
き
担

い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
込
山
岳
さ
ん

が

「
自
分
ら
し
さ
を
見
失
わ
ず
に
、

若
者
ら
し
く
一
日
一
日
を
大
切
に

し
な
が
ら
多
く
の
経
験
を
積
み
、

こ
れ
か
ら
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
代
表
の
吉
田

知
樹
さ
ん

と
古
家
有
紗
さ
ん

に
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
祝
賀
会
に
は
、
中
学
・
高

校
時
代
の
恩
師
３
人
も
駆
け
付
け
、

小
林
一
輝
さ
ん

と
豊
田
竜
也
さ
ん

の
司

会
に
よ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
旧
友
と
の
再
会
を
喜

び
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
す
る
な
ど

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
な
が

ら
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　陸別町

で事務を

していま

すが、こ

れからも

周りの状

況をよく

みて、気が利く、気遣い

ができるよう敬意をもっ

て接していきたい。

島津　安奈さん
　畜産関

係の大学

へ行って

いるので、

農業関係

の仕事に

就きたい。

何事にも先頭に立ち、周

りの人を引っ張っていけ

る社会人になりたい。

永井　英雄さん　久しぶ

りに再会

し、皆変

わってい

たので驚

いた。社

会人とし

ての自覚を持ち、他人の

ことも考えられる大人に

なりたい。

餌取　拓哉さん

　久しぶ

りに友達

と再会で

きてうれ

しかった。

現在大学

生ですが、

これから社会人になって

も昔と変わらない自分で

いたい。

藤原　さん

　 18 歳

から働い

ているの

で成人と

しての実

感はわき

ませんが、

20歳を区切りとして、

これからも責任感をもっ

て仕事をしていきたい。

稲垣　彩さん

　高校の

時から地

元を出た

のでたく

さんの友

達と会え

てうれし

かった。これから社会人

に向けて、地域ならでは

の問題に目を向けたい。

山崎　真穂さん

　学生の

時とは違

い、社会

人になる

と責任の

度合いが

違うこと

に改めて感じた。日々感

謝の気持ちを忘れないよ

う心掛けていきたい。

長野　えみさん　離れて

いた期間

を感じな

いほど新

鮮に友達

と会えた

気がしま

す。４月からは銀行員と

しての自覚をもって、地

域に貢献していきたい。

伊藤千佳子さん

ハタチ
の

キモチ
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昭和53年８月、里見が丘公園でのコンサー

ト。道内はもとより遠くは九州、沖縄から

約５，０００人が来場。中には２日前から

詰め掛けたファンも。売れた飲みもの３，

６００本、サイン入りＴシャツ１，０００

枚は30分で売り切れました。

昭和54年11月、文化功労賞として足寄町功労

者表彰（教育振興）を受賞。

平成26年９月、足中・足高合同進路講演会。母校の後輩へ「自由な

校風の中で志を見つけ輝いてほしい」とエールを送りました。

自伝を映画化した「旅立ち

～足寄より～」（平成21年

公開）のロケセットは、人

気の観光スポットに。

松山千春さんデビュー40周年

名誉町民に推戴

　

昨
年
12

月
15

日
の
町
議
会
第
４
回
定
例
会

で
、
松
山
千
春
さ
ん

を
名
誉
町
民
に
決
定
す
る

議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
同
月
24

日

に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
会

場
で
安
久
津
勝
彦
町
長
と
吉
田
敏
男
議
長
か

ら
、
名
誉
町
民
章
と
賞
賜
金
の
目
録
が
松
山

さ
ん

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
町
民
の
称
号
は
、
社
会
文
化
の
進
展

や
福
祉
の
増
進
に
偉
大
な
貢
献
を
し
、
深
く

町
民
か
ら
尊
敬
を
受
け
る
方
に
対
し
、
そ
の

功
績
と
栄
誉
を
た
た
え
る
た
め
に
お
贈
り
し

て
い
る
も
の
で
、
元
町
長
の
故
髙
橋
安
藏
さ
ん

、

元
町
議
会
議
長
の
故
多
田
梅
松
さ
ん

、
元
町
長

の
故
小
林
弘
道
さ
ん

に
次
い
で
４
人
目
の
顕
彰

と
な
り
ま
し
た
。

　

松
山
さ
ん

は
昭
和
52

年
１
月
に
「
旅
立
ち
」

で
デ
ビ
ュ
ー
。
以
降
40

年
に
わ
た
り
シ
ン
グ

ル
通
算
76

枚
、
ア
ル
バ
ム
62

枚
を
発
表
す
る

な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
シ
ン
ガ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
や
ラ

ジ
オ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
足
寄
町
の

名
を
全
国
に
広
め
る
な
ど
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
町
民
の
決
定
を
受
け
て
松
山
さ
ん

は
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
父
さ
ん
も
母
さ
ん

も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
名
誉
町

民
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
足
寄
町
民
と
し

て
、
螺
湾
ブ
キ
と
一
緒
に
全
国
を
駆
け
巡
り

た
い
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　本町出身のシンガーソングライタ
ーで、デビュー40周年を迎えた松山
千春さんが、名誉町民として顕彰され、
昨年12月に札幌市で開催されたコン
サート会場で、安久津勝彦町長と吉
田敏男議長から、名誉町民章と賞賜
金の目録が手渡されました。

平成11年９月、足寄高校創立50周年記念座談

会。最後に「君を忘れない」などをアカペラ

で歌う、うれしいサプライズも。

　

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
40

周
年
を
迎
え
た
千
春
さ
ん
の
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
一
部
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

平成13年10月、デビュー25周年

を祝う町民の集い。似顔絵の大

型看板が贈られました。

平成18年９月、デビュー30周年を

記念して、道の駅あしょろ銀河ホ

ール21前での歌碑除幕式。

平成20年10月、開町１００年

記念コンサート。「季節の中で」

など14曲を披露。
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老朽化した水道管の漏水常盤浄水場

■値上げ改定の理由

■平成29年５月納付・口座引き落とし分から新料金になります

　「蛇口をひねると、新鮮できれいな水をいつでも使うことができる」「トイレは水洗化され、川や水路は 

蚊の発生や臭いなどもなく水質が守られている」。こうした水環境を整備し保全していくためには、さまざ 

まな手間と費用が掛かっています。

　現在の水道料金は、平成８年の改定から約20年、公共下水道使用料は平成12年の新設から約16年が経過し 

ています。この間に人口の減少や消費税の増税等により料金収入が年々減少する一方、施設の老朽化に伴う 

維持管理費の上昇により経常費用が増加傾向にあります。

　これらに加えて、主要浄水場である常盤浄水場の耐震化工事が必要となった結果、現行料金のままでは安 

定した経営基盤での安全な水の供給に影響が生じる恐れがあります。このことから、中長期的に安定した経 

営基盤を築くため、料金の改定を行います。

　町民の皆さんにはご負担をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　今回の料金改定にあたり、使用区分や基本水量、計算方法については一切変更せず、基本料金と超過料金 

について平均20パーセント程度の値上げ改定を行います。

　上水道（主に市街地）と営農用水道は２カ月に１回、簡易水道と専用水道（主に農村部）は毎月検針して 

おり、検針月の翌月に水道使用量に応じて料金をお支払いいただいています。新料金は、平成29年４月初旬 

に実施するメーター器一斉検針以降の水道使用量が対象となり、４月の検針、５月の納付・口座引き落とし 

分から新料金体制を適用した料金を請求することになります。

水道料金・公共下水道
使用料が変わります！

水環境を守っていくために

■新料金表（かっこ内は旧料金）

詳　　細 役場建設課上下水道室　☎２５－２１４１内線３５３・３５５

※団体用、工業用、公衆浴場用の料金は町のホームページ（http://www.town.ashoro.hokkaido.jp/）をご覧

ください。

●上水道（主として市街地区の水道 )料金

●公共下水道料金

●簡易水道・営農用水道・専用水道（主として市街地区以外の水道）料金

●計算例（家事用でひと月に32㎥使用のとき）

区　分 基本水量 基本料金
基本水量より１㎥を

超える毎の超過料金
備　　　考

家事用１ ８㎥
２，１３０円

（１，７８０円）
２００円

（１７０円）
もっぱら家事用に使用する
もので、月５㎥を越えるもの

家事用２ ５㎥
１，３３０円

（１，１１０円）
－

もっぱら家事用に使用する
もので、月５㎥以下のもの

業 務 用 15㎥
４，５８０円

（３，８２０円）
２６０円

（２２０円）
家事用、団体用、工業用の
いずれにも属さないもの

区　分 基本水量 基本料金
基本水量より１㎥を

超える毎の超過料金
備　　　考

家事用１ ８㎥
１，３４０円

（１，１２０円）
１６０円

（１４０円）
もっぱら家事用に使用する
もので、月５㎥を越えるもの

家事用２ ５㎥
８４０円

（７００円）
－

もっぱら家事用に使用する
もので、月５㎥以下のもの

業 務 用 15㎥
２，５２０円

（２，１００円）
１６０円

（１４０円）

家事用、団体用、工業用、
公衆浴場用のいずれにも属
さないもの

区　分 基本水量 基本料金
基本水量より１㎥を

超える毎の超過料金
備　　　考

家事用１ ８㎥
２，１３０円

（１，７００円）
２００円

（１６０円）
もっぱら家事用に使用する
もので、月５㎥を越えるもの

家事用２ ５㎥
１，３３０円

（１，０６０円）
－

もっぱら家事用に使用する
もので、月５㎥以下のもの

農 家 用 ８㎥
２，０４０円

（１，７００円）
１４０円

（１２０円）
農業経営（家庭用を含む）
に水道を使用する場合

業 務 用 15㎥
４，５８０円

（３，６５０円）
２６０円

（２１０円）
家事用、団体用、工業用の
いずれにも属さないもの

《各種水道料金》

基本料金 ２，１３０円・・・①

超過料金（使用量32㎥－基本水量８㎥） × １㎥あたり超過料金２００円＝４，８００円・・・②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　①＋②＝６，９３０円

《公共下水道料金》

基本料金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，３４０円・・・③

超過料金（使用量32㎥－基本水量８㎥） × １㎥あたり超過料金１６０円＝３，８４０円・・・④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　③＋④＝５，１８０円
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

１.10 おいしくできたよ！

　町は、十勝地方道新会（山下研治会長）と

地域見守り活動に関する協定を締結しました。 

この協定は、安心して暮らせるまちづくりの

ために、町内の道新販売所の配達員が高齢者

らの郵便受けに新聞がたまっているなど異変

を感じた場合役場に連絡し、支援が必要な方

を把握して福祉の向上等を図るものです。

12.21 地域を見守る

　足寄中学校（長江教貴校長）のスケート部

と足寄ジュニアブラスバンドのメンバーが町

教育委員会を訪れ、全道大会への出場報告を

しました。足寄中学校スケート部を代表して

小松恭輔君（２年）は「部員数は５人と少な

いですが、これまで全道、全国大会の出場を

目指して頑張ってきました。残り１週間気を

引き締めて練習したい」と力強く抱負を述べ

ました。

　また、足寄ジュニアブラスバンドを代表し

て団長の美濃伶菜さん（足寄小６年）は「今ま

でやってきた練習の成果を出しきって頑張り

たい。６年生として最後の定期演奏会なので、

悔いの残らないよう楽しく演奏したい」とこ

れからの意気込みを話してくれました。

　チャレンジクラブ（町教育委員会主催、全

６回）が町民センターで開催され、小学生42

人が参加しました。冬休みの宿題に取り組ん

だ他、国際交流員のリヴァイ・センズさんから

説明を受けながら、カナダでの代表的なお菓

子「バナック」作りを体験し、シナモンの香

りを感じながらみんなでおいしく食べました。

　足寄ロータリークラブ（鷲岡康照会長）の

会員が町認定こども園どんぐり（佐竹桃代園

長）を訪れ、子どもたちに一足早いクリスマ

スプレゼントを贈りました。サンタクロース

とトナカイに扮した会員から手作りのクッキ

ーが手渡されると、子どもたちは大事そうに

受け取り、笑顔を見せていました。

12.15 笑顔を届ける

12.29-１.10 健闘を誓う！ 12.13 人権について考える

12.３ 絵本っていいね！

　全国中学生人権作文コンテスト十勝地区大

会で奨励賞を受賞した青木萌々花さん（足寄中

３年）に、人権擁護委員の國見勲さんから表彰

状が手渡されました。同コンテストは社会科

の学習の一環として取り組んでいるもので、

青木さんの作品は、基本的人権を深く理解して

いる作文として高く評価されました。

12.20 防犯パトロール
　足寄町防犯協会（後藤次雄会長）主催の歳

末防犯一斉パトロールが行われました。これ

は、防犯強化と地域安全活動の啓発を目的と

しており、足寄町交通安全指導員など約40人

が参加。町民センターで出発式を行った後、

商店や歩行者などに防犯啓発グッズを配布し

ながら年末年始の防犯を呼び掛けました。

　第10回親と子のやまもりいっぱいおはなし

会（かちまい足寄主催）が南区コミュニティ

センターで開催され、親子連れなど約30人が

参加。子どもたちは、町内で活動する読み聞

かせグループのメンバーらによる絵本の読み

聞かせやパネルシアターを楽しんだ他、クリ

スマスリース作りにも挑戦していました。
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２０１６　あしょろこの一年

１月

・ジュニアスケート教室（７日）

・書き初め大会（８日）

・成人式（10日）

・昔のお正月遊び（17日）

・ジュニアスキー教室（19日）

・ウッドキャンドルナイト（30日）

３月

・読書感想文コンクール表彰式

　（５日）

・ふるさとを考える町民のつどい

　（８日）

・ジュニアスポーツ体験教室（14日）

・消費生活展（20日）

５月

・ネイパル足寄・春のこどもフェ

スティバル（５日）

・自治会連合会定期総会（19日）

・足寄ふるさと花まつり（29日）

・町民ボランティアの森づくり

　（29日）

７月

・ばんえい競馬「足寄町産駒記念

レース」（３日）

・足寄高等学校観岳祭（９－10日）

・第24回参議院議員通常選挙（10日）

・ノルディックウオーキングの旅

（24日）

９月

足寄高校生海外研修訪問団を派遣

・楽しい老人のつどい（３日）

・町民水泳記録会（11日）

・足寄ライオン会優勝杯争奪少年

野球大会（22日）

・２０１６オンネトー物語（25日）

11月

・ふるさと足寄１００年塾公開講

座（２日）

・功労者表彰式、文化賞スポーツ

賞等表彰式（３日）

・十勝教育を考えるつどい（５日）

・足寄町女性のつどい（27日）

２月

・町認定こども園どんぐり豆まき

（２日）

・町民スケート大会（７日）

・雌阿寒温泉スキーハイキング

　（７日）

・防犯かるた大会（28日）

４月

十勝の広域消防がスタート

足寄町児童館「あしょべーる」が

オープン

・足寄町交通安全協会定期総会

　（19日）

・足寄消防団春季連合演習（24日）

６月

北海道遺産「螺湾ブキ」収穫

・雌阿寒岳安全祈願祭（５日）

・ふるさと足寄１００年塾大運動

　会（８日）

・ジュニア水泳教室（15日）

・ロビーコンサート（18日）

８月

甚大な被害をもたらした３つの台

風が上陸

・三井浩二野球教室（４－５日）

・クリーン阿寒（７日）

・足寄ふるさと盆踊り・両国花火

大会（15日）

10月

・赤十字ふれ“愛”バザール

　（１日）

・マラソン大会（10日）

・健康づくり講演会（12日）

・大収穫祭・秋の物産市（23日）

・町民芸術祭（30日）

12月

町学校給食センターが全国学校給

食甲子園優勝

野中正造さんが国内男性最高齢者に

・親と子のやまもりいっぱいおは

なし会（３日）

・歳末防犯一斉パトロール（20日）

里
見
が
丘
公
園
「
足
湯
」

の
工
事
時
期
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す

給
食
甲
子
園
優
勝
献
立
、
学
校
給
食
に
登
場

　

里
見
が
丘
公
園
に
あ
る
足
湯
の
工
事
を
７

月
か
ら
行
う
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
暖
か
く
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
利
用
者
が
増

え
る
時
期
に
工
事
を
す
る
と
い
う
の
は
、
利

用
者
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

（
76

歳
・
男
性
）

　

足
湯
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
交
付

決
定
後
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
足
湯
以
外
に
も
周
辺
の
工
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の
工
事
と

の
調
整
や
で
き
る
限
り
冬
季
の
工
事
を
避
け

る
と
い
う
観
点
か
ら
の
判
断
で
す
の
で
、
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
整
備
後
は
天
候
が
悪
い
日
や
11

月

以
降
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

 

（
建
設
課
建
設
室
）

　

昨
年
12

月
の
第
11

回
全
国
学
校
給
食
甲
子

園
で
優
勝
し
た
献
立
が
１
月
20
日
、
町
内
の
小
・

中
学
校
、
高
校
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝

献
立
は
、
ラ
ワ
ン
ぶ
き
の
繊
維
た
っ
ぷ
り
飯
、

牛
乳
、
た
ら
の
道
産
子
ホ
イ
ル
焼
き
、
カ
プ

レ
ー
ゼ
、
和
・
酸
辣
湯
（
サ
ン
ラ
ー
タ
ン
）
、

温
泉
熱
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
を
使

用
し
た
足
寄
産
物
３
色
団
子
・
十
勝
産
小
豆

添
え
の
６
品
。

　

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
、
同
大
会
の
優
勝
を

祝
し
て
、
足
寄
町
農
業
協
同
組
合
（
新
津
賀

庸
代
表
理
事
組
合
長
）
が
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
食
材
を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。
木
村

香
専
務
理
事
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
元
食
材
を

多
く
利
用
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
足

寄
産
の
食
材
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

「
日
本
一
」
の
給
食
を
食
べ
て
、
足
寄
小

学
校
（

根
広
至
校
長
）
１
年
２
組
の
鈴
木

美
志
ち
ゃ
ん
は
「
３
色
団
子
の
イ
チ
ゴ
が
さ

っ
ぱ
り
し
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

皆さんからお寄せいただいた

ご意見をご紹介します。

足寄町農業協同組合から食材を無償提供

（左）木村香足寄町農業協同組合専務理事
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雪害の状況別死者数

（平成25年11月～平成26年３月）

除
雪
中
の
事
故
に 注

意
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
冬
は
50

年

ぶ
り
の
大
雪
と
な

り
、
各
地
で
雪
に

よ
る
事
故
が
頻
繁

に
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
雪
害

の
中
で
も
、
除
雪

作
業
（
雪
下
ろ
し

や
雪
か
き
）
中
の

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
、
事
故
に
遭
っ
た
方
の

体
が
雪
に
埋
も
れ
、
発
見
が
遅
れ
る
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

年
間
出
動
件
数 

（
１
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

36
件
（
５
件
増
）

火
災
出
動 

０
件
（
同
数
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

除
雪
時
の
注
意
点

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
複
数
人
で
行
う
。

・
転
落
を
防
ぐ
た
め
に
命
綱
を
使
う
。

・
屋
根
下
の
通
行
人
や
、
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
な
ど
に
注
意
す
る
。

・
除
雪
機
を
使
用
す
る
際
は
、
機
械
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
な
服
装
で
行
う
。

・
除
雪
機
に
雪
が
詰
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
て
か
ら
取
り
除
き

ま
し
ょ
う
。

車
で
外
出
す
る
と
き
の
注
意
点

・
携
帯
電
話
を
常
に
所
持
す
る
。

・
車
が
立
ち
往
生
し
た
と
き
の
準
備
（
防
寒

着
や
飲
料
水
、
非
常
食
等
）
を
す
る
。

・
運
転
中
、
地
吹
雪
な
ど
に
よ
り
危
険
を
感

じ
た
ら
、
道
の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
天
気
の
回
復
を
待
つ
。

・
車
が
雪
に
埋
ま
っ
た
場
合
は
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
を
防
止
す
る
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
切

る
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
る
際
は
窓
を
開
け
て
換
気
を
し
、
こ
ま

め
に
マ
フ
ラ
ー
の
ま
わ
り
を
除
雪
す
る
。

消防通信　第21号

前　略

足寄消防署より

雁
行
き
て
鎮
も
る
畔
の
夕
間
暮
れ 
山
岸
　
清
子

せ
せ
ら
ぎ
の
風
と
戯
れ
草
紅
葉 
坂
本
　
夢
乃

冬
鳥
の
食
べ
こ
ぼ
す
実
の
み
な
赤
し 
小
山
田
富
美
子

秋
空
や
人
の
混
み
合
う
野
菜
市 
吉
田
　
哲
子

縞
リ
ス
の
姿
隠
し
て
草
紅
葉 

小
山
　
博
子

農
道
の
華
や
ぎ
に
け
り
草
紅
葉 

湯
浅
　
保
子

碧
空
に
映
へ
真
っ
赤
な
実
な
な
か
ま
ど 

高
橋
と
し
子

秋
草
の
伸
び
放
題
や
鉄
路
跡 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 
句

町民文芸

復
旧
・
復
興
に
努
め
ま
す

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
種
資
金
貸
付
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　

平
成
28
年
の
台
風
７
号
、
11

号
９
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
対
し
、
全

国
各
地
か
ら
町
に
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
温
か
い
ご
支
援
・
ご
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

道
で
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
の
、
経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
意

欲
の
助
長
・
増
進
を
図
る
た
め
、
修
学
資
金
（
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門

学
校
な
ど
に
就
学
す
る
た
め
の
資
金
）
や
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
学
に
必

要
な
被
服
購
入
等
に
必
要
な
資
金
）
な
ど
の
貸
付
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

・
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
等

■
返
還
期
間

修
学
資
金

：

20

年
以
内
（
専
修
学

校
一
般
課
程
は
５
年
以
内
）

修
学
支
度
資
金

：

就
学
20

年
以
内

 

修
業
５
年
以
内

　

貸
し
付
け
に
あ
た
り
、
決
定
す

る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

詳
　
細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
５

寄　附　者 住　所 金　額

東洋薬品㈱　つがやす薬局
代表取締役　栂安　雅満様

帯広市 50万円

浜頓別町議会
議長　中村　忠勝様

浜頓別町 3万円

小林　雪野様 足寄町 100万円

新栄クリエイト㈱
代表取締役　大西　一洋様

札幌市 50万円

鈴木　清香様 千葉県 50万円

宮城県町村会様ほか 4万5,000円

ダスキンオビヒロ㈱
代表取締役　小川　和幸様

帯広市 20万円

㈱北海道日本ハムファイターズ様 札幌市 4万7,000円

北海道日本ハムファイターズ選手会様 札幌市 4万7,000円

ファイターズ台風災害募金活動会様 札幌市 50万6,000円

第一法規㈱様 東京都 5万円

日本共産党北海道委員会様 札幌市 35万円

熊本県町村会
会長　荒木　泰臣様

熊本県 2万2,000円

全国森林環境税創設促進連盟
会長　辻　一幸様

東京都 2万円

芽登小学校
佐藤　陸央様

足寄町 1,300円

種　　　別 修 学 資 金 修学支度資金
小学校 ― 40,600円
中学校 ― 47,400円

高等学校
専修学校高等課程
※（　）内は自宅外居住

公立
27,000円

（34,500円）
150,000円

（160,000円）

私立
45,000円

（52,500円）
410,000円

（420,000円）

高等専門学校
※（　）内は自宅外居住

公立
31,500円

（33,750円）
―

私立
48,000円

（52,500円）
―

高等専門学校（４・５年目）
※（　）内は自宅外居住

公立
67,500円

（76,500円）
―

私立
79,500円

（90,000円）
―

短期大学・専修学校専門課程
※（　）内は自宅外居住

公立
67,500円

（76,500円）
370,000円

（420,000円）

私立
79,500円

（90,000円）
580,000円

（590,000円）

大学
※（　）内は自宅外居住

公立
67,500円

（76,500円）
370,000円

（420,000円）

私立
81,000円

（96,000円）
580,000円

（590,000円）
専修学校一般課程　２年 48,000円 ―

就業施設など ―
90,000円

（100,000円）

※（　）内は65歳以上の死者数

除雪66人
（52人）

落雪10人
（９人）

倒壊した
家屋の下敷き
７人（５人）

雪崩１人

その他11人（５人）
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詳
　
細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎

28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　
マ
イ
ホ
ー
ム
の
お
手
入
れ
は
こ
ま
め
に
！

～
住
宅
品
質
確
保
促
進
法
と
結
露
の
話
～

　

冬
に
な
る
と
室
内
外
の
温
度
差
が
大
き
く

な
り
、
窓
ガ
ラ
ス
に
大
量
の
水
滴
が
つ
い
て

流
れ
落
ち
た
り
、
タ
ン
ス
の
裏
や
カ
ー
テ
ン
・

壁
紙
に
カ
ビ
が
発
生
し
て
し
ま
う
な
ど
様
々

な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
う
嫌
な
結
露
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
建
物
に
も
影
響
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

結
露
が
発
生
す
る
と
住
宅
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
か

結
露
は
発
生
箇
所
に
よ
り
、
表
面
結

露
と
内
部
結
露
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

表
面
結
露
は
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
、
建
物
の
室
内

側
表
面
に
発
生
す
る
も
の
（
一
般
に
結
露
と

タ
ン
パ
ク
質
と
は
？

　

タ
ン
パ
ク
質
は
、
血
や
肉
や
筋
肉
、
髪
・

爪
な
ど
、
人
体
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
を
構
成
す

る
要
素
で
、
い
く
つ
か
の
「
ア
ミ
ノ
酸
」
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は

体
内
で
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
べ
物
で
摂

取
し
な
と
い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
「
必
須
ア
ミ
ノ
酸
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
食
べ
物
か
ら
摂
取
す
る
タ
ン
パ
ク
質

に
は
「
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
」
と
「
植
物
性

タ
ン
パ
ク
質
」
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
必
須

ア
ミ
ノ
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
異
な
り
ま
す
。

　

肉
・
魚
・
卵
・
牛
乳
な
ど
の
動
物
性
タ
ン

パ
ク
質
は
、
植
物
性
の
も
の
と
比
べ
必
須
ア

ミ
ノ
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
効
率
的
に
必

要
な
ア
ミ
ノ
酸
を
摂
取
で
き
ま
す
。
ま
た
、

瞬
発
力
の
筋
肉
（
速
筋
）
に
な
り
ま
す
が
、

脂
肪
に
な
り
や
す
い
た
め
取
り
す
ぎ
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　

大
豆
・
納
豆
・
豆
腐
な
ど
の
植
物
性
タ
ン

パ
ク
質
は
、
持
久
力
の
筋
肉
（
遅
筋
）
を
形

成
し
脂
肪
に
な
り
に
く
い
の
で
す
が
、
動
物

性
の
も
の
と
比
べ
る
と
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
偏

っ
て
い
る
た
め
「
ア
ミ
ノ
酸
の
補
給
」
と
い

う
観
点
で
は
、
効
率
が
悪
く
不
十
分
で
す
。

　

し
か
し
、
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
は
、
動
物

性
脂
肪
や
プ
リ
ン
体
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

動
脈
硬
化
や
そ
れ
に
伴
う
心
臓
病
や
痛
風
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
食
べ
す
ぎ

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー

　

タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
な
食
品
、
特
に
肉
や

卵
は
比
較
的
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
、
た
く
さ
ん

食
べ
て
し
ま
う
と
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
と
な

り
肥
満
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
カ
ロ
リ

ー
を
抑
え
つ
つ
、
タ
ン
パ
ク
質
を
適
量
に
取

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
脂
肪
分
の
少
な
い
食
品

を
選
ぶ
、
油
を
必
要
以
上
に
使
わ
な
い
等
食

材
や
調
理
法
を
工
夫
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

タ
ン
パ
ク
質
を
取
り
す
ぎ
る
と

肝
臓
、
腎
臓
に
負
担
が
掛
か
る

　

私
た
ち
が
摂
取
し
た
タ
ン
パ
ク
質
は
、
体

内
で
合
成
と
分
解
を
繰
り
返
し
ま
す
。
食
事

か
ら
取
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
の
う
ち
、
余
っ
た

（
過
剰
な
）
も
の
は
分
解
さ
れ
て
窒
素
と
な

り
ま
す
。
窒
素
を
排
泄
す
る
た
め
に
は
、
肝

臓
・
腎
臓
の
働
き
が
必
要
で
す
。
体
内
の
分

解
過
程
で
不
要
に
な
っ
た
窒
素
は
ア
ン
モ
ニ

ア
に
変
わ
り
、
肝
臓
で
無
害
な
尿
素
に
変
換

さ
れ
た
後
に
腎
臓
で
処
理
さ
れ
、
尿
中
に
排

出
さ
れ
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
を
過
剰
に
摂
取

し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
分
多
く
の
窒
素
を
尿

に
変
換
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
肝
臓
や
腎
臓
に
掛
か
る
負
担
が
普
段
よ

り
も
大
き
く
な
り
、
内
臓
疲
労
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
の
際
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
含
む

肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
の
摂
取
量
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

尿
路
結
石
と
タ
ン
パ
ク
質

　

尿
路
結
石
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
動
物
性

タ
ン
パ
ク
質
の
取
り
す
ぎ
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
を

例
に
説
明
す
る
と
、
主
に
肉
な
ど
の
動
物
性

タ
ン
パ
ク
質
は
、
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
体

内
に
シ
ュ
ウ
酸
や
尿
酸
な
ど
の
物
質
が
増
加

し
ま
す
。
こ
の
シ
ュ
ウ
酸
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム

と
結
び
つ
き
や
す
い
性
質
が
あ
り
、
腸
の
中

で
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
び
付
く
こ
と
で
便
と
し

て
体
外
へ
排
泄
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
腸

で
吸
収
し
き
れ
な
い
シ
ュ
ウ
酸
は
尿
と
し
て

排
泄
さ
れ
る
た
め
、
尿
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
と
結
合
し
て
し
ま
う
と
、
石
の
よ
う
な

か
た
ま
り
と
な
っ
て
排
泄
さ
れ
に
く
く
な
り
、

尿
管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

腸
内
環
境
の
乱
れ

　

私
た
ち
の
腸
管
、
主
に
大
腸
に
は
１
０
０

種
類
以
上
、
１
０
０
兆
個
に
も
お
よ
ぶ
腸
内

細
菌
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
善
玉
と

悪
玉
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
中
間
の
菌
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
中
で
も
最
も
多
い
の
は
、
中
間

の
菌
、
次
に
善
玉
菌
で
、
悪
玉
菌
は
わ
ず
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
取
り
す
ぎ
る
と
、

体
に
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
が
そ

の
ま
ま
腸
内
に
送
り
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
タ

ン
パ
ク
質
は
悪
玉
菌
の
え
さ
に
な
る
た
め
、

腸
内
環
境
の
乱
れ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
本
来
、
一
番
少
な
い
は
ず
の
悪
玉
菌
が

増
え
て
し
ま
う
と
腸
の
運
動
が
弱
ま
り
、
食

中
毒
菌
や
病
原
菌
に
よ
る
感
染
の
危
険
性
、

発
が
ん
性
を
持
つ
腐
敗
産
物
が
作
ら
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
腸
内
細
菌
が
健
康
的
な
状
態
か

ど
う
か
を
知
る
に
は
、
便
を
観
察
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
色
は
黄
色
も
し
く
は
黄
色
が
か

っ
た
褐
色
で
す
。
多
少
の
臭
い
は
あ
っ
て
も
、

バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
形
で
柔
ら
か
い
も
の
が
理

想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
黒
っ
ぽ
く
嫌
な

臭
い
が
あ
る
便
は
、
腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス

が
悪
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
腸
内
に
腐

敗
産
物
が
増
え
る
と
口
臭
や
体
臭
の
原
因
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
腸
内
環
境

に
は
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

詳
　
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎

25

－

２
５
７
１

称
す
る
も
の
）
で
、
内
部
結
露
と
は
壁
内
や

床
下
な
ど
表
面
結
露
と
比
べ
目
に
見
え
に
く

い
場
所
で
発
生
す
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

カ
ビ
が
発
生
し
異
臭
が
し
た
り
、
仕
上
材
料

の
裏
面
か
ら
色
が
変
わ
っ
た
り
し
て
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
内
部

が
腐
朽
し
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
住
宅
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

結
露
に
関
す
る
消
費
者
問
題
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

（
公
財
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争

処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
ま
い
る
ダ

イ
ヤ
ル
）
に
よ
る
と
「
増
築
し
た
部
分
の
断

熱
サ
ッ
シ
に
だ
け
ひ
ど
い
結
露
が
生
じ
た
」

「
築
３
年
の
木
造
住
宅
で
引
渡
し
直
後
か
ら
、

２
階
寝
室
で
結
露
が
直
ら
な
い
、
結
露
の
発

生
す
る
原
因
を
知
り
た
い
」
等
、
一
見
す
る

と
消
費
者
側
の
暮
ら
し
方
の
せ
い
な
の
か
施

工
業
者
の
問
題
な
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な

ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
品
質
確
保
促
進
法
を
知
っ
て
ま
す
か

　

き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
不
適
切

な
設
計
・
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぎ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
も
迅

速
に
紛
争
を
処
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が

「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」
で
す
。
こ
の
法
律
は
「
住
宅
性
能
表
示

制
度
」
「
基
本
構
造
部
分
の
10

年
保
証
」
「
住

宅
専
門
の
紛
争
処
理
機
関
」
と
い
う
３
つ
の

柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
住
宅
性
能
表
示
制
度

　

契
約
す
る
住
宅
の
性
能
を
他
の
住
宅
と
比

較
で
き
る
よ
う
に
、
統
一
さ
れ
た
基
準
で
住

宅
の
性
能
を
表
示
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
は
任
意
選
択
で
費

用
負
担
は
建
築
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
基
本
構
造
部
分
の
10
年
保
証

　

「
瑕か

疵し

」
と
は
住
宅
の
不
具
合
や
欠
陥
の

こ
と
で
、
施
工
会
社
は
こ
の
瑕
疵
に
対
し
て
、

建
築
後
10

年
間
、
無
償
補
修
や
賠
償
責
任
を

負
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
瑕
疵
担
保
責

任
の
対
象
と
な
る
の
は
、
住
宅
の
基
礎
や
柱
、

床
、
屋
根
な
ど
の
基
本
構
造
部
分
と
雨
漏
り

な
ど
に
関
し
た
部
位
な
の
で
、
そ
の
他
の
部

分
に
つ
い
て
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

３
．
住
宅
専
門
の
紛
争
処
理
機
関

　

先
の
住
宅
性
能
表
示
制
度
に
よ
っ
て
評
価

を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
建
築
主
と
施
工

業
者
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
間
に
入
っ
て
調
停
な
ど
の
紛
争
処
理
を

行
い
ま
す
。
住
ま
い
の
こ
と
で
相
談
や
心
配

が
あ
る
時
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処

理
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎

０
５
７
０

－

０
１
６

－

１
０
０
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
51
回

タ
ン
パ
ク
質
で
賢
く
健
康
に
！

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

Q

Q

A

A

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

結
露
は
湿
気
が
多
く
、
部
屋
の
温
度

差
が
大
き
い
場
合
や
、
家
具
の
配
置
、

間
取
り
に
よ
る
空
気
の
流
れ
方
で
も
変

化
し
ま
す
。

・
断
熱
性
の
高
い
複
層
ガ
ラ
ス
に
し
た

り
、
布
地
の
厚
い
カ
ー
テ
ン
を
使
用

す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

・
湿
度
を
40

～
60

％
に
保
ち
、
こ
ま
め

に
拭
き
と
り
カ
ビ
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
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　昨年度まで行われていた、民謡・三味線発表

会（８月）と、舞踊祭（２月）を、今年度より

合同で開催します。39回の歴史を重ねた２つの

催しの伝統を引き継ぎ、名称を「第40回舞踊と

民謡の祭典」と改め、より一層楽しんでいただ

けるよう企画をしましたので、大勢の皆さんの

ご来場を心よりお待ちしています。

日　　時　２月26日㈰　午後１時－

場　　所　中央公民館大ホール

内　　容　藤舞会、神刀流本別支部、勇足のぎ

く会、よもぎ会、ハワイアンフラステラ、ハワ

イアンフラパープルズ、本別民謡友の会、睦錦

玉会、三光潮謡会、本別好友民謡会、里の花錦

玉会

詳　　細 本別町中央公民館内文化振興担当

 ☎２２－５１１１

第40回舞踊と民謡の祭典 自然を満喫しよう

第23回歩くスキーのつどい

　暖かい春の日差しを受けながら、日産自動車

テストコースを歩くスキーで楽しんでみません

か。

日　　時　３月12日㈰　午前９時40分－

場　　所　日産自動車㈱北海道陸別試験場

定　　員　１００人

参 加 料　１人　１，０００円

申込期限　３月３日㈮

詳細・申し込み先 陸別町教育委員会

 ☎２７－２１２３

敬老祝金（商品券）の
有効期限が満了します

地域で働く障がい者を
サポートします

農業経営の法人化などの
相談を受け付けます

冬山登山での遭難に
注意しましょう

　平成28年９月15日現在において

77歳、88歳、99歳の方にお渡しし

た敬老祝金（商品券）の有効期限

が迫っていますので、期限内にご

使用ください。期限を過ぎた商品

券は使用できませんので、あらか

じめご了承願います。

有効期限　３月14日㈫

詳　　細

 役場福祉課高齢者福祉担当

 ☎２５－９２００

　十勝障がい者就業・生活支援セ

ンターだいちでは、地域にいても

相談ができる体制づくりを行って

おり、その一環として就労支援に

関する巡回相談会を開催していま

す。「仕事を探したいけど、何が

できるか分からない」「仕事をす

る前に自信をつけたい」など、ご

本人やそのご家族、企業の方の相

談を受け付けています。

日　　時　２月21日㈫

　　　　　午前11時－正午

場　　所　役場会議室４

そ の 他　個別相談となりますの

で、事前に電話での予約が必要で

す。また、この日以外での相談を

希望される方は、一度お問い合わ

せください。

申込先・詳細 十勝障がい者

 就業・生活支援センターだいち

 ☎０１５５－２４－８９８９

　道では、地域農業を担うさまざ

まな人材の育成・確保を図るため、

農業経営の法人化や民間企業との

連携、企業の農業参入などの相談

を受けるための窓口を開設しまし

た。農業経営の法人化や企業との

連携に関心をお持ちの生産者・団

体、企業の方はお気軽にご相談く

ださい。

詳　　細 道農政部企業連携・

 法人化サポートデスク

 ☎０１１－２０６－７３６４

　冬山の気象状況は絶えず変化し

ます。登山やスキー、スノーボー

ドで冬山に入る際は備えを万全に

し、気象状況に注意しましょう。

詳　　細

道総務部危機対策課防災グループ

 ☎０１１－２０４－５００８

町補助職員登録のご案内

北海道最低賃金

予備自衛官補採用試験

　町では、町補助職員登録を随時

行っています。臨時の業務および

緊急を要する業務等が発生した場

合、補助職員登録者の中から選考

し、臨時的に雇用します。

業務の種類

①一般行政職

②給食業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム・あしょろ

子どもセンター・学校給食セン

ター）

③介護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

④看護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

⑤保育士業務（あしょろ子どもセ

ンター）

⑥自動車運転業務（建設課車両室）

⑦道路維持業務（建設課車両室）

⑧学校公務補業務（教育委員会）

⑨特別支援教育・学習支援員（教

育委員会）

⑩公園清掃作業（建設課建設室）

応募方法

　履歴書（写真添付）を持参のう

え、役場総務課総務室職員担当ま

で本人がお越しください。簡単な

面接を行います。資格を有する方

は、資格を証明するものの写しを

履歴書に添付してください。

詳　　細

 役場総務課総務室職員担当

 ☎２５－２１４１（内線３２３）

最低賃金額　時間額７８６円

効力発生日　平成28年10月１日

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町認定こども園どんぐりへ

・草莽舎（横山和夫代表）から

 絵本84冊

・足寄ロータリークラブ（鷲

岡康照会長）から

 ネオ流し台＆ガスレンジ

 絵本７冊

・斉藤井出建設株式会社（齋

藤和之代表取締役社長）か

ら ターゲットゲーム

　　　　　カラーコーン20個

　　カラーコーンおもり10個

　　　カラーコーンバー10本

・足寄町農業協同組合（新津

賀庸代表理事組合長）から

 もち米20キログラム

町へ

・池田千鶴さん（南５条３丁目）

から図書および足寄ジュニ

アブラスバンドの楽器整備

のために 50万円

募　　集

お知らせ

新人を紹介します

・年齢　42歳

・出身　本別町

・趣味　茶道、着付け

　「看護師としての経験は浅 

いですが、町民の皆さんに安 

心して受診していただけるこ

とを目標に、精いっぱい頑張

ります」

庄田　亜希子
国民健康保険病院看護師

募集種目 応募資格 受付期限 試 験 日

予備自衛官補

（一般）
18歳以上34歳未満

４月７日㈮
４月14日㈮－18日㈫

いずれか１日
予備自衛官補

（技能）

18歳以上で国家資格

等を有する方

大雨災害義援金を対象世
帯の方にお届けしました

　大雨台風災害の被災者支援

のため、日本赤十字社北海道

支部および北海道共同募金会

において義援金の受け付けが

行われ、全国から２億１３７

万７，０８０円の支援が寄せ

られました。

　道は災害義援金配分委員会

により、床上浸水以上の被害

を対象とし、足寄町に５５４

万３，８４４円の配分を決定。

　町では、被災した35世帯の

方々に義援金をお届けしまし

た。



編集後記編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで
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編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335
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☆先日、私用で飛行機に乗る機会があ

りました。私の用事は日帰りだった

ため、少しでも滞在時間を延ばそう

と思い空港に勤めている友人に相談

しました。

☆友人曰く「すぐに乗り降りできる機

体の前の方かつ通路側の席がおすす

めだよ」とのこと。

☆そんなに変わるものなのかと思った

のですが、窓側の席と通路側の席で

は機体の大きさによっては乗り降り

に15分ほどの差が出るそう。目から

鱗が落ちた瞬間でした。

☆平成28年12月末の住民基本台帳

　人口等をお知らせします。

　　人　口　　７，１３９人

　　　男　　　３，４６５人

　　　女　　　３，６７４人

　　世　帯　　３，５３６世帯

越後谷　美
み

陽
ひな

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年１月24日生まれ）

　みんなの前では人見知りで恥

ずかしがり屋。本当はにこにこ

笑顔いっぱいの美陽。弟が大好

きで、面倒見の良いお姉ちゃん

です。たくさん夢を持って大き

くなってね。 勇樹・壽子さ
んの子

 （北６条１丁目）
佐々木　大

たい

晴
せい

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年２月26日生まれ）

　アンパンマンのように歌って

踊れるヒーローになるのが僕の

夢。妹は泣いていないかな。マ

マは困っていないかな。今日も

わが家をパトロール中。

 匠・彩乃さんの子

 （栄町２丁目）

安藤　楓
ふう

花
か

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年１月17日生まれ）

　いつも元気いっぱいの楓花。

最近はおままごとにはまってい

て、毎日ぬいぐるみを並べてお

茶会をしています。これからも

すくすく育ってね。

 翔悟・美保さんの子

 （西町７丁目）

今月の表紙

　１月８日に行われた「成人式」でのスナッ

プです。

 （⇒２－３ページ）　

ひとのうごき

１月末の住民基本台帳

人　口　　７，１３４　人　（－５)

　男　　　３，４６５　人　（±０)

　女　　　３，６６９　人　（－５)

世　帯　　３，５３４世帯（－２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


